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職
員
鶉
集
の
臨
知
謬
せ

　
　
魂
霰
翻
灘
劉
ー

　
十
日
町
市
に
建
設
中
の
「
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
i
」
の
職
員
を

次
に
よ
り
公
募
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
職
種
と
人
員

　
〇
一
般
事
務
及
び
施
設
担
当
職

　
員
（
男
子
三
名
、
女
子
一
名
）

　
o
事
業
担
当
職
員
（
男
子
二
名

　
女
子
臨
時
雇
用
三
名
）

■
受
験
資
格
　
十
日
町
市
及
び
中

　
魚
沼
郡
、
松
代
町
、
松
之
山
町

　
に
住
所
の
あ
る
人
（
在
学
中
の

　
学
生
、
生
徒
は
上
記
の
出
身
者
）

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

　
以
上
の
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込

　
者
含
む
）
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
試
験
期
日

　
第
一
次
試
験
十
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
土
曜
日

　
第
二
次
試
験
　
十
一
月
上
旬

■
受
付
期
間

　
九
月
二
十
五
日
～
十
月
十
五
日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
合
せ
　
財
団
法
人
十
日
町
地

　
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
i
事

務
局
（
十
日
町
市
役
所
内
）
ま
で

　
君
〇
二
五
七
五
－
七
－
三
二
一

内
線
二
八
二

県
民
難
醗
講

に
螺
男
曜
暴
勝
一
．
留
選

　
新
潟
県
観
光
協
会
と
新
潟
日
報

社
で
は
、
上
越
新
幹
線
開
通
記
念

と
し
て
県
民
の
人
気
投
票
で
選
ぶ

「
に
い
が
た
景
勝
一
〇
〇
選
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
二
〇
〇
箇
所
の
候
補
地

の
中
に
、
⑱
苗
場
山
の
小
松
原
湿

原
、
⑫
清
津
峡
と
田
代
七
ツ
釜
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　
九
月
二
十
二
日
の
中
間
発
表
で

は
⑫
の
清
津
峡
と
田
代
七
ツ
釜
が

十
三
位
に
く
い
こ
ん
で
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
得
票
を
伸
ば
し

全
県
的
に
清
津
峡
、
田
代
の
七
ツ

釜
を
有
名
に
し
た
い
も
の
で
す
。

O
応
募
期
間
　
十
月
三
十
一
日
ま

　
　
で
。

o
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
推
薦
し

　
　
た
い
候
補
地
一
箇
所
と
そ
の

　
　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

　
　
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

o
あ
て
先
　
〒
飼
新
潟
西
郵
便
局

　
　
私
書
箱
第
一
号
　
新
潟
日
報

　
　
社
「
景
勝
一
〇
〇
選
」
係

o
発
表
　
十
一
月
十
五
日
新
潟
日

　
　
報
掲
載
予
定

o
賞
品
　
特
賞
　
十
万
円
の
旅
行

　
　
券
一
人
他

o
詳
し
く
は
、
中
里
村
観
光
協
会

　
ま
で
（
役
場
開
発
課
）

訓
練
墾
募
藁

　
　
県
馨
訓
練
校

★
募
集
訓
練
科

　
測
量
科
（
一
力
年
）
二
十
名

　
電
気
施
設
科
（
一
力
年
）
二
十
名

　
建
築
科
（
ニ
カ
年
）
二
十
名

　
左
官
科
（
ニ
カ
年
）
二
十
名

★
応
募
資
格

　
測
量
科
・
電
気
施
設
科
…
…
…

　
概
三
十
歳
ま
で
の
高
校
卒
業
者

　
建
築
科
・
左
官
科
…
…
…
中
学

　
校
ま
た
は
、
高
校
卒
業
者
（
五
十

　
八
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

★
願
書
受
付

　
測
量
科
・
電
気
施
設
科
…
…
九

　
月
一
日
～
十
月
二
十
日
ま
で

　
建
築
科
・
左
官
科
…
…
十
一
月

　
一
日
～
十
一
月
十
五
日
ま
で

　
詳
し
く
は
魚
沼
高
等
職
業
訓
練

校
ま
で

（
台
〇
二
五
七
九
四
－
二
四
一
〇
）

犬
、
ね
ロ
、
騒
｝
　
ぼ
鵠
、
麹
ー
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
男
夕
1

　
狂
犬
病
予
防
業
務
を
は
じ
め
、

飼
犬
、
飼
ね
こ
の
取
引
き
、
野
犬

の
捕
獲
、
放
し
飼
い
犬
の
取
締
り

及
び
苦
情
処
理
に
関
す
る
こ
と
は

十
月
一
日
か
ら
魚
沼
動
物
保
護
管

理
セ
ン
タ
ー
（
小
出
保
健
所
内
）

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
犬
の
苦
情
相
談

o
苦
情
受
付

　
十
日
町
保
健
所
（
君
〇
二
五
七

五
－
七
－
二
四
〇
〇
）
環
境
衛
生
課

o
苦
情
処
理

　
魚
沼
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
毎
週
一
回
各
市
町
村
を

巡
回
し
、
苦
情
処
理
と
取
締
り
を

行
い
ま
す
。

★
飼
犬
、
飼
ね
こ
の
引
取
り

o
受
付
　
役
場
健
康
管
理
室

　
引
取
り
申
請
書
の
配
布
・
記
入

O
引
取
り

　
毎
週
木
曜
日
午
前
九
時
～
十

　
一
時
喝
場
所
　
十
日
町
保
健
所

o
引
取
り
申
請
書
の
な
い
も
の
は

　
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
魚
沼
動
物
保
護
管

理
セ
ン
タ
ー
（
台
〇
二
五
七
九
－

二
－
一
一
四
五
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
県
で
は
十
一
月
十
四
日
（
日
）
に
、

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
い
た

し
ま
す
が
、
危
険
物
安
全
協
会
で

は
、
そ
れ
に
備
え
た
受
験
準
備
講

習
会
を
、
次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

★
期
日
十
一
月
一
日
（
月
）
二
日
（
火
）

★
場
所
　
南
魚
沼
高
等
職
業
訓
練

　
　
校
（
塩
沢
町
）

★
講
習
対
象
　
乙
種
第
四
類
の
危

　
　
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

★
受
講
料
　
危
険
物
協
力
会
員
三

　
　
千
円
　
非
協
力
会
員
四
千
五

　
　
百
円

★
申
し
込
み
期
間
　
受
講
希
望
者

　
　
は
、
講
習
日
の
七
日
前
ま
で

に
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

④
・
㊥
Y
＠
・
⑭

＊
お
め
で
た
＊

き
よ
み
（
滝
沢
一
男
）
角
間

敦
志
（
鈴
木
邦
俊
）
重
地

知
美
（
樋
口
和
弘
）
通
り
山

　
壌
　
（
樋
口
　
寅
次
）
小
　
原

＊
お
く
や
み
＊

富
井
　
寅
繁

樋
口
　
正
代

滝
沢
ノ
リ
子

柳
　
コ
ト
エ

鈴
木
　
タ
ミ
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　広域消防職員募集
　昭和58年4月雪臼採用の十日町

地域広域事務組合消防職員（消防

士）を4名募集します。

6受験資格o高等学校卒業者（来

　年卒業予定者含む）で昭和35年

　4月2日以降に生まれた男子。

　〇十日町市、川西町、津南町、

　中里村に居住可能な人。

　O身長、体璽、1視力などの制限

　があります。

願試験万法　第一次試験（教養試

　験・体力診断テスト、第二次試

　験・口述試験・身体検査、

★試験臼など詳しくは十日町地域

　消防本部総務課麿025ア5－7－1555

　へお悶い合せください。

　
台
風
十
八
号
の
影
響
で
清
津
橋

の
橋
脚
が
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
下
り

全
面
通
行
止
め
の
状
態
が
約
一
ヵ

月
も
続
き
沿
線
住
民
の
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
こ
と
に

建
設
業
界
や
運
送
業
界
で
は
、
大

型
自
動
車
が
松
之
山
経
由
と
な
る

た
め
、
従
来
の
三
倍
以
上
も
の
時

間
が
か
か
り
事
態
は
深
刻
で
す
。

　
ふ
だ
ん
気
に
も
と
め
な
か
っ
た

清
津
橋
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
始

め
て
清
津
橋
の
重
要
性
が
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
、
村
民
の
中
で
は
「
新
清
津

橋
の
早
期
着
工
と
広
域
農
道
に
伴

う
清
津
橋
上
流
の
橋
の
新
設
・
重

地
旺
小
出
線
の
早
期
開
通
」
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
、
進
め
ら
れ
て
い

る
仮
橋
建
設
の
工
事
は
、
十
月
い

っ
ぱ
い
か
か
る
予
定
で
す
。
村
民

総
意
で
、
新
清
津
橋
の
早
期
着
工

を
進
め
ま
し
よ
う
。
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逆
転
の
発
想

　
先
般
催
さ
れ
た
「
浅
草
三
社
み

こ
し
」
の
会
貝
と
し
て
数
多
く
の

人
た
ち
と
接
し
、
今
後
の
中
里
村

の
開
発
、
こ
れ
か
ら
の
中
里
村
の

あ
り
方
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
”
逆
転
の
発
想
”
こ

の
言
葉
も
東
京
の
人
た
ち
と
の
会

話
の
中
か
ら
生
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
中
里
村
に
「
無
い
も

の
」
「
悪
か
っ
た
も
の
」
の
対
応
で
し

た
。
過
去
、
現
在
で
も
他
に
追
い

つ
け
、
追
い
越
せ
で
数
多
く
の
事

業
が
成
さ
れ
て
、
そ
の
実
績
は
評

倉
　
俣

　
　
島
田
東

さ
ん

価
さ
れ
る
に
値
い
す
る
で
し
ょ
う
。

　
段
丘
地
開
発
に
山
麓
開
発
、
道

路
整
備
に
圃
場
整
備
、
教
育
施
設

に
老
人
施
設
、
各
集
落
に
集
落
セ

ン
タ
ー
も
整
っ
て
見
違
え
る
ほ
ど

の
中
里
村
に
な
り
ま
し
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
人
口
が
減
り
戸
数
が

減
っ
て
依
然
と
し
て
過
疎
の
村
で

す
。

　
今
ま
で
は
前
進
的
な
発
想
の
中
で

開
発
が
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
度
は
、
今
お
か
れ
て
い
る
立
場

立
地
条
件
を
今
一
度
振
り
返
っ
て

見
。
逆
転
の
発
想
”
の
中
か
ら
対

応
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「
無
い
も
の
」
を
求
め
る
こ
と
で

な
く
「
有
る
も
の
」
を
生
す
、
一

番
「
悩
み
の
種
」
を
一
番
「
あ
り

が
た
い
」
も
の
に
変
え
る
。
広
大

な
原
野
を
、
有
り
余
る
田
畑
を
、

欲
し
く
と
も
他
の
地
域
に
な
い
何

本
も
流
れ
る
河
川
を
「
自
分
に
無

い
も
の
」
は
欲
し
が
る
も
の
で
す
。

　
他
の
土
地
に
無
い
も
の
が
、
中

里
村
で
な
け
れ
ば
求
め
ら
れ
な
い

も
の
が
、
そ
れ
こ
そ
山
と
な
っ
て

あ
る
は
ず
で
す
。

　
新
幹
線
が
走
る
事
に
よ
っ
て
、

「
玄
関
口
」
と
な
ろ
う
と
し
て
い

る
中
里
村
、
皆
の
「
知
恵
」
と
「
発

想
」
と
「
努
力
」
に
よ
っ
て
大
い

に
中
里
村
を
発
展
さ
せ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
か
二
う

　
中
里
村
体
育
協
会
は
、
村
の
体

育
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
た
め
、

今
か
ら
二
十
年
前
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
私
た
ち
も
諸
先
輩

の
意
志
を
継
い
で
、
会
員
一
同
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
体
育
協
会
に
所
属
し
て

い
る
団
体
は
、
野
球
、
テ
ニ
ス
、

剣
道
、
空
手
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
ス

キ
；
の
八
つ
で
す
。
ま
た
、
村
に

　
わ
が
村
の
人
口
は
、
昭
和
三
十

年
の
合
併
当
時
九
千
八
百
六
十
三

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
七
千

百
十
四
（
二
八
％
減
）
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
最
近
の
十
年
間
で
は
、

毎
年
三
十
人
く
ら
い
づ
つ
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
新
幹
線
の
開
通
、
関
越
自
動
車

道
の
開
通
を
ま
じ
か
に
控
え
わ
が

中
里
村
が
、
中
魚
沼
、
東
頸
城
、

北
長
野
地
方
の
玄
関
口
と
し
て
発

展
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
も
村
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
最
近
、
村
の
中
に
も
「
二
十
一

世
紀
準
備
会
」
や
先
般
大
成
功
を

収
め
た
三
社
ま
つ
り
の
、
「
浅
草
三

社
ま
つ
り
を
呼
ぷ
会
」
な
ど
、
明

る
い
村
づ
く
り
を
目
指
す
気
運
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
他
の
町
村
の
村
づ
く
り
を
見
ま

す
と
、
高
柳
町
の
ふ
る
さ
と
村
づ

く
り
・
入
広
瀬
村
の
学
生
村
・
湯

ノ
谷
村
・
小
出
．
町
の
都
市
と
提

芋
　
沢

　
　
大
島
康
太
郎
さ
ん

は
、
野
球
協
会
と
テ
ニ
ス
協
会
が

あ
り
、
野
球
協
会
に
は
、
十
六
チ

ー
ム
が
所
属
し
、
早
朝
野
球
大
会

な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
協
会
に
は
、
最
近
の
テ
ニ

ス
ブ
ー
ム
に
よ
り
若
者
か
ら
婦
人

層
ま
で
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
、

各
種
の
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
他
の
種
目
に
つ
い
て
は
、
若
い

人
た
ち
の
参
加
が
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
青
年
、

婦
人
を
対
象
に
し
た
、
各
種
大
会

な
ど
を
開
催
し
、
ク
ラ
ブ
の
組
織

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雪
地
と
い
う
暗
い
イ

メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
で
、
雪
を
利

用
で
き
る
ス
キ
ー
を
普
及
し
、
ジ

ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
を
作
り
、

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
毎
年
「
村
民
総
ス
ポ
ー
ッ
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
行
わ
れ
て

い
る
村
民
体
育
祭
に
よ
り
多
く
の

人
た
ち
の
参
加
を
望
み
ま
す
。

　
最
後
に
、
村
民
体
育
館
な
ど
の

体
育
施
設
の
充
実
を
希
望
い
た
し

ま
す
。

皆の筑持を一つに

携
し
て
テ
ニ
ス
場
や
ス
キ
ー
場
、

休
養
施
設
の
開
発
な
ど
各
地
で
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
村
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
社
み
こ
し
が
行
わ
れ
た
翌
日

東
京
と
の
交
流
会
の
中
で
は
、
単

く
つ
ろ
げ
る
家
庭

　
一
口
に
農
家
と
申
し
ま
し
て
も

各
々
が
、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て
違

い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
高
度
経
済
成
長
の
中
で
谷
間
に

落
さ
れ
た
農
業
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
に
誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
き
た

人
が
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
。
自

分
た
ち
は
、
宿
命
と
し
て
仕
方
な

し
に
や
っ
て
き
た
の
が
実
情
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ん
な
気
持
で
農
業
に
携
わ
っ

て
き
た
の
で
す
か
ら
当
然
、
息
子

朴
木
沢
新
田

　
　
古
高
コ
ト
さ
ん

や
娘
に
、
大
自
然
の
中
で
力
一
杯

生
き
る
農
業
の
喜
び
を
教
え
な

い
で
育
て
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
「
娘
は

農
家
に
嫁
が
せ
た
く
な
い
。
し
か

し
、
わ
が
家
に
は
嫁
さ
ん
が
欲
し

い
一
娘
を
都
会
に
嫁
が
せ
た
家
庭

で
は
、
嫁
さ
ん
は
都
会
か
ら
と
言

う
事
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
娘

が
生
ま
れ
た
時
「
農
家
の
娘
は
イ
ヤ
」

と
は
言
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　
今
、
私
た
ち
が
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
若
い

人
が
喜
ん
で
来
て
く
れ
る
よ
う

な
家
庭
を
作
る
こ
と
が
先
決
だ
と

思
い
ま
す
。
若
手
と
の
話
し
合
い

に
よ
り
自
分
た
ち
も
勉
強
を
し
、

ま
た
、
若
手
も
親
を
理
解
す
る
よ

う
に
心
掛
け
れ
ば
、
和
や
か
な
家

庭
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
素
直
に
譲
る
気
持

を
心
掛
け
る
親
に
」
　
「
若
者
の
希

望
や
考
え
を
受
け
入
れ
協
力
す
る

親
に
」
お
互
い
に
あ
ま
り
干
渉
し

な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
の
あ

り
方
を
大
切
に
し
て
心
か
ら
く
つ

ろ
げ
る
家
庭
を
築
い
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
、
ど
の
子
も
幸
せ
な
人

生
を
送
る
よ
う
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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に
工
場
誘
致
な
ど
を
過
疎
対
策
と

し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
中

里
村
に
し
か
な
い
恵
ま
れ
た
自
然

や
、
今
ま
で
マ
イ
ナ
ス
に
思
わ
れ

た
も
の
を
プ
ラ
ス
に
し
て
い
く
よ

う
な
村
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
東
京
の
人
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
み
ま
す
と
、

こ
の
中
里
村
に
も
、
私
た
ち
の
気

づ
か
な
い
良
さ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
、
必
要
な
こ
と
は
、
私
た
ち

が
一
生
住
む
こ
の
中
里
村
を
ど
の

よ
う
な
村
に
し
て
い
く
か
を
考
え

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

連帯を深めよう

　
工
場
誘
致
一
つ
と
っ
て
み
て
も

こ
の
雪
深
い
中
里
村
に
進
出
し
て

く
れ
る
企
業
は
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
観
光
開
発
と
い
っ

て
も
一
～
二
年
で
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
～
二
十
年

先
の
視
野
に
立
っ
て
村
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
「
都
会
か
ら
若
者
の
ユ
ー

タ
ー
ン
」
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
中
里
村
民
が
一
体
と

な
っ
て
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
に

努
力
す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

今
回
は
、
村
内
の
六
人
の
方
に

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
自
分

の
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
ん
な
で
中
里
村
の
将
来
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

貝
野
地
区
の
観
光
と
発
展

　
中
里
村
の
産
業
と
観
光
開
発
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
貝
野
地
区
に

つ
い
て
一
考
し
て
み
よ
う
。

　
貝
野
地
区
は
大
河
信
濃
川
を
前

に
し
、
城
山
を
中
心
と
し
た
森
林

地
帯
を
背
じ
ず
る
自
然
に
恵
ま
れ

た
盆
地
に
位
置
し
、
良
質
農
産
物

の
産
地
で
あ
る
。

　
貝
野
地
区
に
観
光
資
源
を
求
め

る
な
ら
ぱ
、
ま
ず
城
山
遺
跡
の
開

発
と
展
望
台
等
の
山
岳
観
光
施
設

本
屋
敷

　
　
中
島
久
助
さ
ん

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

魚
沼
全
域
、
頸
城
方
面
、
遠
く
は

米
山
、
日
本
海
ど
眺
望
で
き
る
絶

好
の
景
勝
地
で
あ
る
。
ま
た
、
山

菜
等
豊
富
な
山
の
資
源
の
活
用
及

ぴ
、
鷹
ノ
巣
ダ
ム
景
勝
の
保
全
、

温
泉
の
掘
削
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
に
は
何
よ
り
も
先
に
山

岳
観
光
道
路
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
。　

五
土
年
前
か
ら
の
世
の
移
り
変

り
を
見
れ
ぱ
、
あ
ま
り
に
も
そ
の

進
展
は
激
し
く
、
こ
う
し
た
夢
の

開
発
も
そ
う
遠
く
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
現
在
、
貝
野
地
区
に
は
、
美
容

院
も
理
容
院
も
な
く
、
山
崎
か
十

日
町
方
面
に
出
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、
交
通
の
便
に
左
右
さ
れ
ま

す
。
中
里
中
心
街
に
出
る
道
路
を

早
急
に
整
備
し
、
路
線
バ
ス
を
通

行
可
能
に
し
、
村
の
中
心
地
と
の

連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
が
貝
野
地

区
の
発
展
、
ひ
い
て
は
中
里
村
の

伸
展
に
通
ず
る
一
つ
の
道
で
あ
る

と
強
調
し
た
い
。

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
集

落
の
ご
協
力
と
村
当
局
の
ご
努
力

を
切
望
し
ま
す
。

農
業
の
振
興

　
自
然
の
中
で
大
地
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
で
き
る
農
業
は
、
と
て

も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
し
か
し
、
現
実
の
中
里
村
の
農

業
を
見
ま
す
と
大
変
苦
し
い
の
が

実
情
で
す
。
米
作
は
、
転
作
に
追

わ
れ
、
米
づ
く
り
に
対
し
て
の
意

欲
が
減
退
し
、
収
益
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
ユ
リ
や
ス
ズ
ラ
ン
な
ど

の
花
卉
栽
培
に
つ
い
て
も
、
転
作

の
影
響
で
栽
培
面
積
が
増
加
し
、

価
格
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。

小
　
出

　
　
藤
ノ
木
忠

さ
ん

　
ま
た
、
タ
バ
コ
や
加
工
ト
マ
ト

な
ど
を
み
て
も
減
反
な
ど
の
規
制

が
強
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
里
村
の
農
業
の
中

で
も
、
昨
年
よ
り
一
部
作
付
が
行

わ
れ
て
い
る
標
高
一
〇
〇
〇
材
の

小
桧
原
台
地
に
は
、
私
た
ち
若
い

農
業
後
継
者
も
大
き
な
夢
を
抱
い

て
い
ま
す
。
昨
年
と
れ
た
ダ
イ
コ

ン
は
、
市
場
で
も
人
気
が
あ
り
関

係
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
し
か

し
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
終
始
低
価
格

で
採
算
が
と
れ
ず
農
業
の
難
し
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
農
業
は
、
天
候
に
非
常
に
左
右

さ
れ
ま
す
。
先
般
の
台
風
十
号
で

は
、
ダ
イ
コ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
大
変
な

痛
手
を
こ
う
む
り
ま
し
た
。
ま
た

天
候
が
良
く
て
豊
作
で
あ
っ
て
も

ど
こ
で
も
良
い
物
が
大
量
に
取
れ

る
た
め
価
格
が
下
が
り
豊
作
貧
乏

に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
コ

　
中
里
村
の
発
展
を
考
え
る
と
き

農
業
の
振
興
を
な
く
し
て
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
野
菜
や
そ
の
他
の

作
目
の
価
格
安
定
制
度
な
ど
を
導

入
し
若
者
が
安
心
し
て
農
業
を
し

て
い
け
る
よ
う
な
施
策
を
ぜ
ひ
、

お
願
い
し
ま
す
。

水
、
そ
し
て
自
然

　
川
岸
に
た
た
ず
ん
で
流
れ
を
み

つ
め
て
い
る
時
の
私
に
は
、
不
思

議
な
も
の
！
と
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
水
。
も
し
こ
の
水
が
無
か
っ
た

ら
す
べ
て
の
生
物
は
地
球
上
に
存

在
で
き
な
か
っ
た
訳
で
す
か
ら
、

水
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
地
上
に
住
む
虫
、

鳥
、
人
間
も
含
め
た
動
物
、
そ
し

て
植
物
み
ん
な
生
涯
直
接
的
な
水

と
の
係
わ
り
の
中
で
生
き
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
水
棲
昆
虫
、
魚
、

藻
類
に
至
っ
て
は
水
そ
の
も
の
が

山
　
崎

　
　
上
村
忠
男
さ
ん

命
で
す
。
以
前
工
事
の
た
め
川
廻

し
を
し
た
現
場
を
見
た
事
が
あ
り

ま
す
が
、
わ
ず
か
百
五
十
メ
ー
ト

ル
の
間
に
白
い
腹
を
出
し
た
二
百

匹
程
度
の
ウ
グ
イ
と
何
十
万
と
思

え
る
無
数
の
死
ん
だ
川
虫
切
姿
に
、

本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
陸
か

ら
見
え
な
い
川
底
に
カ
ゲ
ロ
ウ
、

ト
ピ
ゲ
ラ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
類
が
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
暮
ら
し
て
い
た
の

か
と
、
た
だ
、
た
だ
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
こ
の
虫
た
ち
も
人
間
も

地
球
上
に
暮
ら
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
事
に
つ
い
て
は
同
じ
事
。
人

間
が
自
分
た
ち
の
都
合
だ
け
で
他

の
生
物
が
住
め
な
い
状
態
を
造
れ

る
権
利
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
は
無
い

と
思
う
。
中
里
村
は
昔
か
ら
比
較

的
き
れ
い
な
水
が
豊
富
だ
っ
た
た

め
に
そ
の
恵
み
に
な
れ
過
ぎ
て
そ

の
大
切
さ
を
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
自
然
は
複
雑
に
し
て
巧
妙
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
を
破
壊
す
れ
ば
二
度
と
回
復

し
な
い
は
ず
で
す
。
人
の
造
る
事

の
出
来
な
い
水
だ
か
ら
こ
の
水
の

因
審
心
を
受
け
る
す
べ
て
の
生
物
と
共

に
幾
世
代
も
暮
ら
せ
る
様
な
方
策

を
考
え
て
こ
そ
、
人
間
は
万
物
の

霊
長
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
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おもな使いみち

民　生　費
老人医療費及び助成費…………62，513

保育所運営費…・……………・一81，391

衛　生・費
津南地域衛生施設組合負担金…38，058

農林水産業費
農業基盤整備事業………………74，354

農村地域定住対策事業…………106，909

新農業構造改善事業……………11，609

林道整備事業…………一…・一38，457

森林総合整備事業………………30，568

新林構促進対策実験事業………24，384

商　工　費
商工振興費…・……………・・……15，158

観光費…・……………・・……4，485

土　木　費
道路維持費…・……………・…一25ラ386

道路新設改良費…………………158ラ433

雪害対策費…・……一一・・…・…72，414

消　防　費
十日町広域消防負担金…………62，500

教　育　費
清津峡小学校屋体建築工事……108，450

貝野中学校屋体建築工事………102，924

統合中学校敷地取得造成工事…234，728

災害復旧費
農林施設災害復旧工事…………81，509

土木施設災害復旧工事一……・・8，704

明 る

廿土地総面積11　

い

教育費

6億71，659千円

　（29．4％）

　農林水産業費
　4億28，481千円
　　　（18・7％）　　歳出

土木費　　　　　　　22億85・433

2億90，936千円　　　　　　千円
（12．7％〉

　　　総務費
　2億23，834千円
　　（9，8％）　　民生費

　　　2億18，057
　　　　千円
　　　（9，5％）

明旧をめざして
昭和56年度村の家計簿

地方交付税

9億92，009千円

　（42．2％）

8．4ha
29．6ha

3，0ha

0，5ha

0，3ha

0．2ha

歳入

　　　　（6％）
公債費1億36，497千円

23億53，254

　　千円

村債
3億32，700千円

　　（14．1％〉

県支出金
2億87，442千円
　（12．2％〉

村税
1億97，921千円

　（8，4％）

　
予
算
と
決
算
は
、
村
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。
な

か
で
も
決
算
は
、
一
年
間
と
い
う

長
い
コ
ー
ス
を
走
っ
て
き
た
村
づ

く
り
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
五
十
六
年
度

の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
五
十
六
年
度
の
決
算
報

告
は
、
先
般
の
九
月
定
例
議
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

おれがほったんだぞ一

★
歳
　
入

　
総
収
入
の
約
半
分
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
国
が
国
税
の
一
定

割
合
を
市
町
村
の
財
政
事
情
に
よ

っ
て
配
分
す
る
も
の
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
は
、

村
が
事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や

県
が
負
担
金
や
補
助
金
の
名
目
で

事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
両
方
合
せ
る
と
一
九
・
九
％
（
四

億
六
千
五
百
六
十
三
万
円
）
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
★
歳
　
出

　
歳
出
の
中
で
一
番
多
い
の
が
、

中
学
校
統
合
を
か
か
え
た
教
育
費

で
、
総
支
出
金
の
二
九
・
四
％
（
六

億
七
千
百
六
十
五
万
九
千
円
）
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
農
林
水

産
業
費
が
全
体
の
一
八
・
七
％
、

土
木
費
が
全
体
の
一
二
・
七
％
と

続
き
両
方
を
合
せ
ま
す
と
、
三
一

・
四
％
（
七
億
一
千
九
百
四
十
一

万
七
千
円
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

衛生費99，675千円（4．4％）

国庫支出金1億78，188千円（7．6％）

消防費63，281千円（2，8％）

繰入金1億34，500千円（5．7％）

基金
財政調整基金……138，000千円

教育施設基金…一261，500千円

土地開発基金……50，000千円

その他1億53，013千円（6．7％）

諸収入53，862千円（2．3％）

そ
の
他

教
員
住
宅

保
育
所

公
営
住
宅

小
学
校

中
学
校

山
　
　
林

ぞの他　1億76，632千円（7．5％）

千円

歳出14，326
35，545千円

33，127千円『

1億10，136千円

4億12，535チ円

村債の状況

一
道
済
所
険

タ
　
　
　
保

ン
水
共
康

　
　
療

セ
易
業
健

魚
　
　

民

養
簡
農
診
国

一
道
済
所
険

千円
141988、歳入

37，889千円

60，046千円

1億19，833千円

4億21，277千円

土木費5億25，7n千円1

村税の状況

その他4，379千円

　　電気税107258千円

教育費2億6餌蝦1千円

農林水産業費一2億32，306千円

たばこ消費税22，712千円

民生費1億04，897千円

災害復旧費43，432千円

村民税74，334千円

総務費18，989千円

その他19，873千円

固定資崖税86，238千円 合計12億15，119千円

一
　
　
　
卵
5
7
8
8

額
　
　
　
4
9
η
2
0
湘
61

担
　
　
　
鳳
凪
よ
－

墳罫
　
　
秘
種
税
税
他

人
　
　
　
産
韻
ス

樵
㊧
民
鰐
の

一
　
　
　
　
村
固
村
電
そ

一世帯当り負担額

村民税……45，243円
固定資産税……52，488
村たばこ消費税……13，823

電気ガス税……6，243
そ　　の　　他……2，665

商工費
鍋
，

　　　　　2，822円

　　0　　　8
商工業振興、観光、消費

者行政、工場誘致

消防費

　　　　8，934円

消防、防災、水防、広域

事務組合

衛生費

馨一
保健衛生、公害対策、公

園管理、環境衛生、清掃賢

民生費

譲一
老人、児童福祉、生活保

護、保育所、国民年金

総務費

蕊 31，602円

交通安全、雪害対策、庁

舎管理、広報、選挙

土木費

箪 41，075円

道路、橋梁、除雪、河川

住宅

農林水産業費

酉

　　60，494円％

農業振興、畜産、苗場山

麓開発、林業水産、国調

「　
　
　
　
育

　
　
円
　
教

　
　
27
　
会

　
　
£
　
社
食

費
　
94

　

給

　
　
　
　
校
校

備
雛
∞
“ I

S
ぺ
ー
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今
秋
に
開
通
す
る
上
越
新
幹
線

を
は
じ
め
と
す
る
高
速
交
通
時
代

に
対
応
す
る
た
め
に
、
村
で
は
越

後
湯
沢
駅
前
に
近
隣
町
村
と
共
同

で
駐
車
場
を
二
ヵ
所
設
置
い
た
し

ま
す
。
今
回
、
中
里
村
、
津
南
町
、

松
之
山
町
、
栄
村
、
野
沢
温
泉
村

の
五
町
村
で
作
っ
た
駐
車
場
（
奥

信
越
広
域
駐
車
場
・
中
里
村
分
六

台
）
が
完
成
し
、
十
月
一
日
か
ら

使
用
で
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
う
一
ヵ
所
、
中
里

村
、
塩
沢
町
、
津
南
町
、
松
之
山

町
の
四
町
村
で
国
鉄
用
地
を
買
収

し
、
駐
車
場
を
作
る
予
定
で
す
が
、

こ
ち
ら
の
方
は
、
十
一
月
十
五
日

の
上
越
新
幹
線
の
開
通
に
は
間
に

あ
い
ま
せ
ん
。

　
臭
信
越
広
域
駐
車
場

〈
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
使
用
に
つ
い
て

〈
使
用
の
申
込
み
〉

　
駐
車
場
を
使
用
す
る
と
き
は
、

使
用
す
る
三
日
前
ま
で
に
、
使
用

許
可
申
請
書
を
役
場
（
社
会
福
祉

課
住
民
係
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
使
用
の
許
可
〉

　
原
則
と
し
て
申
請
書
提
出
の
順

序
に
よ
り
使
用
の
承
認
を
決
定
し
、

許
可
証
を
交
付
す
る
。

〈
許
可
証
の
返
還
及
ぴ

　
　
　
　
使
用
料
の
徴
収
〉

　
使
用
後
の
許
可
証
は
、
速
み
や

か
に
役
場
に
返
還
し
、
使
用
料
を

納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
使
用
終
了
の
翌
日
、
午
前
九
時

「
」
爵
「

国道17号←京東

〈
車
輔
の
制
限
〉

普
通
自
動
車
と
す
る

（
軽
自
動
車
含
む
）

〈
使
用
料
金
V

一
日
一
台
　
五
百
円

　
　
　
　
　
　
串
、
駐

　
　
　
　
　
　
　
隔
域

　
　
　
　
　
　
　
・
広

　
　
　
　
　
　
　
越

　
　
　
　
　
　
　
信

　
　
　
　
　
　
　
、
奥

　
　
　
　
　
　
　
、
㌔

　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
、
し

　
　
　
　
　
　
　
用

　
　
　
　
　
　
　
利

灘
半
鷺
罧
勧

灘
髄
離
離

鍵
難
難

獲
㎜
響
蟻

灘
皿
以
蹴
っ

羅
糟
騙
熟

ま
で
に
返
還
し
た
場

合
は
、
返
還
日
の
使

用
料
は
加
算
さ
れ
な

い
。

　
許
可
証
の
返
還
は

原
則
と
し
て
、
平
日

の
午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
五
時
（
土
曜

日
は
正
午
）
と
す
る
。

〈
使
用
期
間
〉

　
駐
車
場
の
使
用
は

一
日
を
単
位
と
し
、

連
続
し
て
使
用
す
る

場
合
は
五
日
を
限
度

と
す
る
。

青
色
申
告
で

　
　
　
　
　
正
し
い
記
帳
を

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
所

得
税
は
、
自
分
で
所
得
や
税
額
を

計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
所
得
を
正
し
く
計
算
す

る
た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き

ち
ん
と
記
帳
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
一
定
の
帳
簿
に
日
々
の
取
引
を

き
ち
ん
と
つ
け
、
そ
の
帳
簿
に
基

づ
い
て
正
確
な
所
得
や
税
額
を
計

算
し
て
申
告
す
る
こ
と
を
青
色
申

告
と
い
い
ま
す
。
青
色
申
告
を
し

ま
す
と
所
得
の
計
算
上
い
ろ
い
ろ

有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
こ

鞍
、
心
，羅

じ

じ
ご
じ

薗
ゑ鱗ko

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
き
ち
ん
と
記
帳
す
る
こ
と
は
、

節
税
と
経
営
の
合
理
化
に
も
役
立

ち
ま
す
の
で
青
色
申
告
を
お
奨
め

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
商
売
を
し
て
い
る

人
の
半
数
以
上
が
青
色
申
告
を
し

て
い
ま
す
。
農
業
に
従
事
し
て
い
．

る
方
も
ぜ
ひ
青
色
申
告
を
し
ま
し

よ
・
つ
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
　
（
台
〇

二
五
七
玉
－
二
ー
三
一
八
一
）

招
い
て
い
ま
す
。

　
運
動
不
足
は
、
単
に
筋
肉
の
働

き
を
弱
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
神

経
、
心
臓
、
血
管
な
ど
の
循
環
器

系
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
、
長
い
距
離
を
歩
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
こ
ろ
ん
だ
り
す

る
と
す
ぐ
骨
折
を
す
る
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し

て
み
ま
す
と
、
い
か
に
運
動
が
大

切
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
村

内
の
長
寿
者
を
見
て
も
昔
か
ら
こ

ま
め
に
身
体
を
動
か
し
て
い
た
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
運
動
を
し
て
い
る
人
と
、
運
動

を
し
て
い
な
い
人
と
で
は
、
男
で

十
歳
程
度
、
女
で
十
～
十
五
歳
程

度
の
体
力
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　
運
動
を
す
る
と
い
っ
て
も
、
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
タ
ル
に
入
っ
た
り
す

る
こ
と
を
最
初
に
考
え
ず
、
日
常

生
活
の
中
で
、
毎
日
続
け
ら
れ
る

運
動
を
始
め
る
こ
と
が
長
続
き
さ

せ
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

蟻
〆
蛮
搬
、
鋤

墜
び
・
喉
　
鞭

箏
滋
塾

　
　
焼
燕

遡
．
岬

欝
鰍
・

．
歴
騨
　
4

灘ル
　
ん難

、
、
「
論

君
榊
”
”
岬

　
　
　
　
間
も
な
く
出
稼
ぎ
に

へ
行
か
れ
る
み
な
さ
窒

　
ん
役
場
か
ら
「
年
金
の
加

　
さ
入
期
間
に
空
白
を
つ
く

る
な
ら
な
い
・
た
め
の
お
願

れ
み
い
が
あ
り
ま
玄

さ
｝
、
年
金
手
帳
は
忘
れ
ず

ぎ
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

稼
職
場
に
出
向
い
た
ら

出
な
る
べ
く
早
ー
年
金
手

　
　
　
帳
を
労
務
担
当
者
に
提

出
し
て
、
厚
生
年
金
の
加
入
年
月

日
を
記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
今
回
初
め
て
厚
生
年
金

に
加
入
す
る
人
は
、
厚
生
年
金
の

記
号
番
号
と
加
入
年
月
日
を
記
入

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
手
続
き
は
速
や
か
に
！

　
出
稼
ぎ
先
の
職
場
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
は
、
「
国
民
年
金

の
喪
失
届
」
を
、
ま
た
出
稼
ぎ
先

か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
「
国

民
年
金
の
加
入
届
」
を
、
そ
の
つ

ど
早
目
に
役
場
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と
、
加

入
期
間
に
「
空
白
期
間
」
を
作
る

原
因
と
な
る
ば
か
り
か
、
い
ず
れ

の
制
度
か
ら
も
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
謙
．
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
測
民

　
　
　
　
慢
轡
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
・
雛
せ

噛
＠
蝿
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

広報噸かマ邑（7）　　No．315　　57．10．10

　
　
　
　
　
あ
な
た
の
や
さ
し

　
　
　
　
　
さ
を
…
マ
ッ
テ
マ

　
　
　
　
　
ス
！

　
　
　
　
　
　
今
年
も
「
や
さ

　
　
　
　
　
し
さ
を
隣
人
に
」

　
　
　
　
　
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

　
　
　
　
　
ー
ズ
に
赤
い
羽
根

＼
　
㌧
遜
甥
共
同
募
金
の
時
期

．
鷺
騨
糞
説

羅
灘
櫨
難
籠

饗、
勝
無

　
ヘ
ヤ
お難楢蕪

か
げ
で
今
年
で
三

十
五
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

共
同
募
金
で
集
め

ら
れ
た
寄
付
金
は

地
域
住
民
の
福
祉

活
動
費
や
地
域
の

福
祉
施
設
の
運
営

整
備
費
等
に
広
く
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
里
村
に
も
、
福
祉
施
設

に
入
っ
て
い
る
人
な
ど
、
恵
ま
れ

な
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
援
助
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
中
里
村
募
金

目
標
額
。

　
一
般
募
金
　
百
十
六
万
八
千
円

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
四
十

　
万
円

　
合
計
　
百
五
十
六
万
八
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
、
　
漏
撫
．

　
誠
に
勝
手
で
す
　
灘
、

が
、
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に

は
、
一
世
帯
あ
た

り
、
五
百
五
十
円

　
　
　
　
　
　
　
4

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
欝

ま
た
、
大
口
募
金

と
法
人
募
金
を
お

願
い
し
た
い
と
思

即
餐
影
遜
擁
鐵
㌶
舞

だ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。★

募
金
方
法

　
一
般
募
金
に
つ
い
て
は
村
政
事

務
嘱
託
員
を
通
じ
て
募
金
袋
を
配

布
す
る
予
定
で
す
。

　
大
口
募
金
、
法
人
募
金
に
つ
い

て
は
各
地
区
の
民
生
委
員
の
人
た

ち
が
直
接
お
伺
い
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
■

牙
、
「

響

若者に高血圧
　　　　　　　20歳健康診査
　健康管理室では、7月に行われた成人式

に合せて健康診査を実施いたしました。

　この検診は、成人として門出をする若い

人たちに、自分の健康状態を知っていただ

き、今後の健康管理に役立ててもらうため

に行ったものです。　（受診者40名）

◆検査内容

　（1）腎臓病　（2）糖尿病　（3）梅毒　（4）貧血

　（5）血圧

◆検診結果

　糖尿病、梅毒、貧血については、全員異

常がありませんでしたが、尿から蛋白が検

出された人が9名（粁1人、十4人、±4

人）いた外、血圧の最高値が130以上の人

が17名いました。

　こうして見ますと、人生これからという

若い人たちの中に身体に異常のある人がた

くさんいることが推測されます。

　若い人たちは、とかく若さにまかせて自

分の健康に注意しませんが、人間は身体が資

本です。適度な運動と栄養のバランスに注

意しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　
去
る
八
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で

の
三
日
間
、
中
里
村
循
環
器
検
診

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
食

生
活
改
善
推
進
委
員
（
中
央
こ
ぶ

し
会
）
の
協
力
に
よ
り
み
そ
汁
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

【
方
法
】

　
み
そ
汁
（
理
想
的
塩
分
O
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
）
を
試
食
し
て
も
ら

い
、
自
分
の
家
の
み
そ
汁
の
濃
さ

と
比
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
ま
と
め
】

　
「
同
じ
く
ら
い
の
塩
分
」
と
答

クえ
て
た
方
が
約
半
数
で
し
た
が
、

「
家
の
み
そ
汁
の
方
が
濃
い
」
と

答
え
た
人
が
三
分
の
一
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
。

　
み
そ
汁
一
杯
に
は
、
約
二
9
の

塩
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

【結果】　（試食者632人）

215人（34％

342人（54％）

69人（11％）

6人（1％）

家のみそ汁の方が濃い

家のみそ汁と同じ位

家のみそ汁の方が薄い

どちらともいえない

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗
，
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩

は
一
日
何
杯
飲
ん
で
い
る
か
数
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
何
9
に
な
り

ま
す
か
？
一
日
分
の
理
想
的
な
塩

分
摂
取
量
は
十
9
以
下
で
す
。
；

の
量
は
み
そ
汁
だ
け
だ
と
約
五
杯

分
に
相
当
し
ま
す
。

　
み
そ
汁
だ
け
で
な
く
、
漬
物
・

加
工
食
品
等
に
よ
る
塩
分
の
と
り

す
ぎ
が
原
因
で
血
圧
が
上
り
、
ま

た
、
血
管
を
固
ぐ
し
て
、
動
脈
硬

化
を
ひ
き
お
こ
す
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
「
つ
く
ろ
う
健
康

ゆ
た
か
な
明
日
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
健
康
に
い
が
た
タ
ロ
ー
バ
ー

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
実
践
活
動
の
第
一
歩
と

し
て
「
母
乳
で
育
て
よ
う
」
　
「
塩

分
を
減
そ
う
」
「
牛
乳
を
飲
も
う
」

「
緑
の
野
菜
を
食
べ
よ
う
」
の
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
食
生
活
に
十
分
注
意
し
ま
し

よ
・
つ
。

　　清津橋通行不能
　　　　　　　　　　　　台風18号被害
　9月12日午後9時ころから吹き荒れた台風18号の

影響で、清津川が増水し、清津橋の橋脚の1本が50

㎝ほど陥没し通行不能となりました。この他にも床

下浸水2棟、田流埋3ha（下山）田冠水5．7ha、道

路の陥没など7ヵ所の被害を被り、被害総額が7億

33，466千円（清津橋6億円）に達しました。

　あらためて自然の猛威に驚くとともに、臼ごろか

らの防災対策の重要性を感じます。

宮中橋すれすれの濁流壊れてはじめて知る清津橋の重要性
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おもしろい行事などがありまし

たら教えてください。

＊行・事・予・定＊
　　　　※変更することがあります。
　　　　　・御用の際は担当課で確認を。

11（月）
休目救急医（水沢診療所02575－8－2039）

振替休日

12（火）

健康相談日（保健センター9：00～16：00）

婦人バレーボール教室
（倉俣㈲体育館19：30～21＝30）

13依）
婦人バレーボール教室
（清津峡（・lg体育館19：30～21：30）

14（木〉 婦人バレーボール教室
（高道山←」9体育館19：30～21：30）

15㈹

心配こと相談日（老人センター）

婦人バレーボール教室
（貝野㈲体育館19：30～21：30）

3歳児検診（保健センター13：00～14：00）

16q：）
第i2回新潟県登山祭典・苗場山
連絡先清津山の会井ノ川求費22i5

17（日） 休日救急医（至誠堂医院02575－2－3276）

18（月）

健康相談日（保健センター9：00～16：00）

体育協会長杯バレーボールナイターリー
グ戦（田沢仲）体育館19：30～）

19（火）

献血車ゆうあい号
（保健センター前10100～15：00）

婦人バレーポール教室
（田沢㈲体育館19：30～21：30）

20㈱
若い母親学級・幼児体操の実技
（総合センター13：30～）

21㈱ 土用

22働

合同相談所（行政・人権よう護・心配ごと・
老人相談）10：00～15：00老入センター
母親学級（上村病院12：30～13：00）
妊婦検診（上村病院13：30～14：00）

秋の清津峡のすべてをみよう（清津峡・
第一休憩所付近までのハイキング）役場
開発課まで

23（土）
届

24（日）

休日救急医（池田医院02575－2－2581）

村民バスケットボール大会
（田沢㈲体育館8130～）

25（月）

26（火） 原子力の日

27㈱
28（木）

29㈹
心配こと・行政相談日（老人センター）
産後検診（保健センター13：00～14100）

3（魍
31（日） 休日救急医（山口医院02575－2－2174）

1（月）

2（刈

3（水）
休日救急医（富田医院02575－2－3269）

文化の日

4（菊

5㈹

心配こと相談日（老人センター）

循環器事後指導会（総合センター
8：30～12：00　13：00～16：30）

6〔D

7（日）

休日救急医（上村病院2111）
村民パレーボール大会
（田沢㈲体育館8：30～）

8（月） 健康相談日（保健センター9：00層16：00）

10㈱ 農業者年金、農地相談日（役場農政課）

停電のお知らせ
10月14日午前9時～午後1時
　　上山の一部・如来寺

表紙写真一きのこ講習会（七ツ釜）

　
九
月
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
村
内
の
若
者
の
企
画
に
よ
る

「
く
が
つ
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ

若
い
男
女
合
せ
て
四
十
五
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
村
内
に
住
む

若
者
の
交
流
の
場
を
増
そ
う
と
、

農
業
青
年
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

　
実
行
委
員
長
（
服
部
彦
一
さ
ん
）

灘

の
「
同
じ
中
里
村
に
住
む
若
者
同

志
仲
良
く
や
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
の

あ
い
さ
つ
で
つ
ど
い
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
会
場
の
雰
囲
気
が
和
や
か
に
な

っ
た
こ
ろ
、
腹
話
術
な
ど
で
知
ら

れ
て
い
る
半
間
正
氏
が
登
場
し

得
意
な
腹
話
術
や
人
間
楽
器
な
ど

の
披
露
と
、
人
生
経
験
豊
か
な
話

し
に
参
加
者
全
員
が
目
を
輝
か
せ

竃
ヘ

　
　
ノ

　
　
拶
・

　
　
　
ピ
　
≦

　
　
　
P

　
　
寸

　
’

噸黒灘　」
　　叉メ相

親睦を深めよう

て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
、
輪
ゴ
ム
送
り
競
争
や
ゴ
ム
風

船
送
り
な
ど
楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
行

わ
れ
、
会
場
全
体
が
若
者
の
熱
気

で
ム
ン
ム
ン
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
、
当
日
意
気
の
合
っ
た
フ

ィ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
ル
の
二
人
が

紹
介
さ
れ
、
皆
の
温
か
い
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

　
「
こ
う
い
う
若
者
の
交
流
の
機

会
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
欲
し
い
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
」
と
参
加
し

た
女
の
子
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毒編矯、慢

　桂
山

　
　
　
中
里
村
体
育
指
導
員
を

　
　
　
や
っ
て
お
ら
れ
、
各
種
の

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に

　
　
　
情
熱
を
注
い
で
い
る
桂
の

　
　
　
山
本
信
子
さ
ん
を
紹
介
し

財
響
②
＠

い
て
感
ず
る
こ
と
は
「
い
ろ
い
ろ

な
体
育
行
事
に
参
加
し
て
く
れ
る

人
が
少
な
い
で
す
ね
。
笛
吹
け
ど

人
は
踊
ら
ず
と
い
っ
た
感
じ
で
、

こ
れ
も
私
た
ち
の
努
力
が
足
り
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
感
心
を
も
っ
て
く
れ
た
ら
な
あ

と
思
い
ま
す
。
」
中
里
村
に
望
む
こ

と
は
「
体
育
施
設
の
充
実
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
人
の
充
実

も
図
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
社
会

体
育
活
動
は
一
人
や
二
人
で
は
で

き
な
い
こ
と
な
の
で
、
体
育
協
力

本
　
信
　
子
さ
ん

員
と
い
っ
た
協
力
体
制
を
つ
く
れ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
行

政
サ
イ
ド
か
ら
の
温
か
い
援
助
が

欲
し
い
で
す
ね
。
」
こ
れ
か
ら
の
目

標
は
「
ま
ず
、
村
全
体
に
流
れ
て

い
る
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
体
育
万
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

っ
て
い
る
の
は
な
ま
け
者
だ
と
い

㊧
⑳
＠

う
観
念
を
と
り
払
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
、
若
返
り
体
操
は
い

か
が
で
す
か
。
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
ま
す

か
。
体
力
測
定
は
い
か
が
で
す
か
。

毎
朝
走
っ
て
い
る
方
、
日
ご
ろ
の

成
果
を
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
要
望
に
答

え
て
い
け
る
様
、
自
分
も
も
っ
と

勉
強
を
し
て
い
き
た
い
e
と
力
強

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

察
内
繊

出
稼
ぎ
を
さ
れ
る
方
へ

　
　
　
　
　
　
役
場
農
政
課

★
出
稼
手
帳
の
証
明
は
受
け
ま
し

た
か
？

　
証
明
は
役
場
一
階
の
受
付
で
行

な
い
ま
す
。
必
ず
証
明
を
受
け
て

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

★
地
方
新
聞
は
出
稼
先
へ
届
い
て

　
い
ま
す
か
？

　
役
場
へ
出
稼
先
の
住
所
を
必
ず

届
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
地
方

紙
、
広
報
な
か
さ
と
等
を
送
付
い

た
し
ま
す
。

★
出
稼
先
で
の
懇
談
会
に
参
加
し

　
ま
し
ょ
う
。

　
来
年
も
上
野
「
法
華
ク
ラ
ブ
」

で
二
月
二
十
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
後
β
通
知
し
ま
す
の

で
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
出
か
け
る
前

で
も
受
け
付
け
ま
ず
の
で
窓
口
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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襲
響
徽
鞍

　
　
　
　
X
こ
ら
れ
た
お
年
寄

識
　
　
　
　
羅
九
月
十
五
日
に
行

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
鵡

　
　
　
　
　
隣
わ
れ
、
村
内
に
住

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
が

騰
熈
墾
馨

麟
禰
舞
悸

覇
鯉
．
惣
徽
獣

さ
れ
、
長
生
き
を
し
て
く

だ
さ
い
一
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
つ
づ
い
て
、
今
年
八

十
八
歳
を
迎
え
ら
れ
た
六

十
二
名
、
九
十
歳
を
迎
え
ら

れ
た
三
名
、
金
婚
式
を

迎
え
ら
れ
た
夫
婦
十
三
組

と
九
十
五
歳
以
上
の
お
年

寄
り
三
名
の
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
九

十
五
歳
以
上
の
方
は
、
出

席
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
後
、
中
魚
沼
郡
社
会

福
祉
事
務
所
長
、
十
日
町

警
察
署
長
、
中
魚
沼
老
人
タ
ラ
ブ
連

合
会
長
（
代
理
）
中
里
村
議
会
議

長
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
祝
宴
で
は
、
村
内
の

婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
踊
り

、
鐙

繍
聯
、
・
潜
■

上
　
山

　
　
涌
井
誠
一
え

　
　
　
　
　
　
紀
子

　
誠
一
さ
ん
と
紀
子
さ
ん
の
交
際

は
、
誠
一
さ
ん
の
突
然
の
訪
問
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ね
ぼ
け
ま
な

こ
の
紀
子
さ
ん
の
眼
に
、
さ
っ
そ

う
と
し
た
バ
イ
タ
姿
の
誠
一
さ
ん

が
と
て
も
新
鮮
に
写
っ
た
そ
う
で

す
。　

紀
子
さ
ん
は
、
松
代
出
身
の
婿

と
り
娘
で
し
た
が
、
誠
一
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に

ひ
か
れ
今
年
の
五
月
に
結
婚
し
ま

し
た
。

　
新
婚
旅
行
は
、
大
好
き
な
車
で

姫
路
周
辺
千
七
百
キ
ロ
を
吹
っ
飛

老いてますますガンバロー

や
民
謡
な
ど
を
披
露
し
、
お
年
寄

り
た
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
あ
び

て
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
中
に

は
「
老
人
福
祉
大
会
と
い
う
名
前

よ
り
も
敬
老
会
の
方
が
い
い
の
」

と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
’

ば
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
　
　
　
，

　
中
里
村
の
印
象
は
「
松
代
町
に
比

べ
る
と
活
気
が
あ
っ
て
ハ
イ
カ
ラ

な
村
だ
と
思
い
ま
し
た
一
来
年
の

一
月
に
は
二
世
が
誕
生
す
る
そ
う

で
「
子
ど
も
は
、
男
二
人
、
女
二
人

の
四
人
欲
し
い
で
す
。
兄
弟
、
姉

妹
ど
う
し
話
し
あ
え
る
よ
う
に
一

　
雪
の
利
用
方
法
に
い
い
ア
イ
デ

ィ
ア
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
「
冬
場

は
駐
車
場
に
困
る
で
し
ょ
う
。
川

と
か
田
ん
ぼ
を
利
用
し
て
駐
車
場

を
作
っ
た
ら
ど
う
で
し
よ
う
か
一

　
ど
ん
な
家
庭
を
「
平
凡
に
な
る

け
ど
、
い
つ
も
若
々
し
い
明
る
い

家
庭
」
と
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い

あ
ま
ー
い
二
人
で
し
た
。

火

．

俗
鑛
罵
馴
罫

　
去
る
、
九
月
十
九
日
、
中
里
村

消
防
団
秋
季
演
習
が
田
沢
㈲
グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演

習
は
、
万
一
に
備
え
訓
練
を
積
ん

で
い
る
消
防
団
の
訓
練
の
成
果
を

見
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
、
村
内
の
消
防
団
員
三

百
二
〇
名
が
参
集
し
、
機

械
器
具
の
点
検
、
ポ
ン
プ

操
法
、
仮
装
演
習
、
分
列
行

進
な
ど
を
行
い
盛
大
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
毎
年
こ
の
季
節
に
な
り

ま
す
と
、
乾
燥
機
や
た
き

火
に
よ
る
出
火
が
増
え
ま

す
。
新
潟
県
で
は
、
十
月
二
十
六

日
～
十
一
月
一
日
ま
で
を
秋
季
火

災
予
防
運
動
期
間
と
し
て
火
災
の

発
生
の
防
止
を
よ
ぴ
か
け
て
い
ま
す
。

　
あ
っ
！
と
思
う
と
き
は
、
も
う
間

に
合
い
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
火

の
元
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

れる
松原湿

道木

　
中
里
村
の
尾
瀬
と

い
わ
れ
て
　
る
小
松

原
湿
原
に
木
道
が
一
・

四
二
層
に
渡
っ
て
こ

の
ほ
ど
敷
か
れ
ま
し

た
。
小
松
原
は
、
県

の
自
然
環
境
保
全
地

域
に
指
定
さ
れ
て
お

　
　
ミ
ヅ
ゴ
ケ
　
ベ

ニ
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、

ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ
ツ
ゲ

な
ど
の
高
山
植
物
が

密
生
し
て
い
ま
す
。

　
し
カ
し
　
年
々

登
山
者
な
ど
に
よ
り

湿
原
の
歩
道
が
踏
み

荒
さ
れ
て
き
た
た
め

県
で
木
道
を
敷
く
計

画
を
し
　
こ
の
程
、
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。
　
小
松
原
湿
原
も
十
年

前
と
比
べ
ま
す
と
　
相
当
荒
廃
が

す
す
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
す
ば
ら

し
い
自
然
を
皆
で
満
喫
す
る
と
と

も
に
　
い
つ
ま
で
も
大
切
に
保
護

を
し
て
い
き
た
い
協
の
で
す
。

出
稼
に
行
か
れ
る
方
へ

　
　
　
　
　
　
国
保
係
か
ら

　
冬
期
間
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
は
⑰

保
険
証
（
特
別
被
保
険
者
証
）
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
行
先
等
を
メ

モ
し
印
鑑
と
家
の
保
険
証
を
も
っ

ー
て
国
保
の
窓
口
へ
手
続
き
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
出
稼
先
で
他

の
保
険
に
入
る
時
は
、
自
分
だ
け

で
な
く
家
族
も
い
っ
し
ょ
に
入
五

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
社
会
保
険
に
翻
入
き
れ
た
ら
す

　
ぐ
属
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
ら
す

ぐ
役
場
に
届
け
出
て
く
ゼ
さ
い
。

　
［
出
稼
ぎ
か
も
帰
っ
て
か
ら
雇
蘇

出
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
屑

け
出
が
遅
く
な
り
ま
す
と
、
保
険

税
や
医
療
費
の
こ
と
で
皆
さ
ん
霞

身
大
変
菌
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
の
方
に
保
険
証
か
e
保
険

繍
加
入
し
た
こ
≧
の
証
鴨
寮
を
送

ぞ
鰹
擁
け
瀞
轟
懲
ま

し
ょ
う
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
；

曙
和
箕
÷
七
年
膿

第
二
騰
欝
理
峰
賦
験
の
お
難
ら
セ

O
霞
時
　
十
二
月
一
日
（
β
）

　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら
三
時
四

　
　
　
　
十
分
ま
で

o
場
所
　
六
日
町

◎
頴
書
提
出
期
間

　
十
月
十
八
日
（
月
）
～
二
十
咽
日
（
木
）

　
　
　
　
げ

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で

　
十
月
二
十
二
旦
金
）
午
前
九
時

　
ー
午
後
三
時
ま
で

　
詳
し
く
は
十
日
町
保
健
所
ま
で

（
〇
二
五
七
五
－
七
ー
二
四
〇
〇
）


